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税別価格国産畳表で安心・快適生活 !

畳表替 　3,500円～

大サイズ

　2,000円アミ戸張替
厚口紙 大サイズ

　2,300円障子張替

　2,500円～襖貼替

感染対策
行っています

☎0299(26)0669
石岡市旭台 1-15-1

そんなあなたも
お気軽にご相談下さい！
外装点検・お見積り無料

茨城県知事許可　第３１５３２号　本社　石岡市半ノ木１４１５９-５
　　　中嶋塗装　　検索　　　

　外壁・屋根…うちもそろそろかな…？

　色々なところから営業が…
　どこに頼めばいいの…？

　　　　　　　　　一級塗装技能士による住まいの塗り替え

　　　　　　　㈲中嶋塗装工業

11 月１２日に小美玉市役所で、 令和 2 年度小美玉市

七つの祝い記念品贈呈式を開催しました。 贈呈式には、

来春小学 1 年生になる美野里幼稚園の代表園児 2 名と

保護者が出席し、 市長から園児に記念品が手渡されま

した。 園児達は喜びの表情でランドセルを受け取り、 来

年から通う小学校への期待に胸を膨らませました。

記念品のランドセルは、 11 月１４日から 20 日まで市内

３か所の公民館で配布しました。

七つの祝い記念品

ランドセルを贈呈しました！

生涯学習課　☎ 0299-48-1111 （内線 2263）

社会福祉課　☎ 0299-48-1111 （内線 3225）

問い合わせ

問い合わせ

11 月 9 日に小美玉市更生保護女性会から、 新型コロナ

ウイルス感染症の終息を願う千羽鶴が寄贈がされました。

会員がそれぞれの家で１か月ほどかけて折り、 約２０００

羽が集まりました。 すべての折り鶴をつなげるのに何時

間もかかったといいます。

千羽鶴は本庁と玉里総合支所のロビーにそれぞれ飾ら

れています。 お立ち寄りの際はぜひご覧ください。

新型コロナ終息を願い千羽鶴
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お問い合わせ先
日本郵便株式会社 関東支社 経営管理部 簡易局担当

TEL 048-600-2203
＜受付時間 10:00～17:00＞ 月～金（祝日、12/29～翌年1/3を除く）

納場地区で簡易郵便局の業務を
受託していただける方を募集しています。

生涯学習課 （生涯学習センターコスモス内）　☎ 0299-26-9111問い合わせ

小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う 

４8

　

「
今
年
の
干え

と支
は
？
」
と
聞
か
れ
た
ら
、

多
く
の
人
が
「
子ね

ど

し年
」
と
答
え
る
で
し
ょ

う
。
そ
も
そ
も
、
干
支
と
は
「
十じ

っ
か
ん干

」
と

「
十じ

ゅ
う

に

し

二
支
」
を
組
み
合
わ
せ
た
60
周
期
の

数
え
方
で
、
暦
、
方
位
、
時
間
な
ど
、
現

在
の
生
活
に
も
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
壬じ

ん
し
ん申

の
乱
」
、
「
戊ぼ

し

ん辰
戦
争
」
な

ど
歴
史
上
の
政
変
や
事
件
の
名
称
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
阪
神
甲・

・子
園
球
場
は

「
甲き

の
え
ね子

」
の
年
（
大
正
13
年
）
に
完
成
し
た

こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
今
年
は
庚か

の
え
ね子

の
年
で
す
。

庚
申
待
の
広
が
り

　

「
庚こ

う
し
ん申

信
仰
」
は
、
中
国
の
道
教
が
説

く
「
三さ

ん

し尸
」
の
話
を
も
と
に
、
平
安
時
代

の
貴
族
階
級
で
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
仏
教
や
民
間
信
仰
が
複
雑
に
交
じ

り
あ
い
、
江
戸
時
代
以
降
は
庶
民
に
も

広
が
り
ま
し
た
。
60
日
に
一
度
、
1
年

間
で
6
回
ほ
ど
あ
る
庚
申
の
日
に
神
仏

を
祀ま

つ

っ
て
徹
夜
を
す
る
行
事
と
な
り
、

庚こ
う
し
ん
ま
ち

申
待
と
言
い
ま
し
た
。

　

悪
事
を
監
視
し
て
い
る
三
尸
の
虫
は
、

人
の
頭
、
腹
、
足
に
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
庚
申
の
日
の
夜
、
人
々
が
寝
て
い

る
間
に
天
に
昇
っ
て
閻え

ん

ま魔
大
王
に
悪
事

を
報
告
し
、
そ
の
罪
状
に
よ
っ
て
は
、
寿

命
を
縮
め
た
り
、
死
後
に
地
獄
に
堕お

と

し
た
り
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
三
尸
の
虫
が
天
に
昇
れ
な
い
よ
う

に
、
村
々
の
男
性
が
集
ま
っ
て
神
仏
を
お

祀
り
し
、
酒し

ゅ
え
ん宴

を
開
い
て
、
夜
を
明
か
し

ま
し
た
。

祀
ら
れ
る
神
仏

　

仏
教
で
は
、
青し

ょ
う
め
ん
こ
ん
ご
う

面
金
剛
を
お
祀
り
し

ま
し
た
。
伝で

ん

し尸
（
伝
染
病
を
流
行
ら
せ
る

虫
）
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
仏
様
で
あ
っ
た

た
め
、
三
尸
と
伝
尸
を
結
び
つ
け
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
神
道
で
は

猿さ
る
た
ひ
こ
の
か
み

田
彦
神
が
お
祀
り
さ
れ
ま
し
た
。
庚

申
の
「
申
」
が
猿
田
彦
神
の
「
猿
」
と
結
び

つ
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

庚
申
塔

　

庚
申
待
を
3
年
、
18
回
続
け
た
記
念

に
建
立
さ
れ
る
の
が
、
庚
申
塔
で
す
。
市

内
に
も
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
写
真

は
、
宝
永
2
年(

１
７
０
５
年)

に
建
立

さ
れ
た
上
玉
里
に
あ
る
庚
申
塔
で
す
。

正
面
に
は
、
邪じ

ゃ

き鬼
を
踏
み
つ
け
た
青
面

金
剛
像
、
17
名
の
庚
申
講
員
、
日
光
東

照
宮
で
お
な
じ
み
の
「
見
ざ
る
・
言
わ
ざ

る
・
聞
か
ざ
る
」
の
三
猿
を
彫
り
込
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
猿
が
使
い
と
さ
れ
て

い
る
「
山さ

ん
の
う王

信
仰
」
と
習
合
し
た
結
果
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

庚
申
待
の
現
在

　

現
在
は
廃す

た

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
親

睦
会
と
称
し
て
庚
申
待
を
行
っ
て
い
る

集
落
も
あ
り
ま
す
。

　

来
年
、
最
初
の
庚
申
の
日
は
1
月
12

日
に
な
り
ま
す
。
夜
更
し
の
「
庚
申
待
」

し
て
み
ま
す
か
？

疫
病
退
散 

─
庚こ

う

し
ん申

信
仰
─

写
真
：
青
面
金
剛
像
の
掛
け
軸

写
真
：
庚
申
塔
（
宝
永
２
年
）

【語句解説】

十
じっかん

干（音読み）

甲
こ う

・乙
おつ

・丙
へい

・丁
ちょう

・戊
ぼ

・

己
き

・庚
こ う

・辛
しん

・壬
じん

・癸
き

十
じ ゅ う に し

二支（音読み）

子
し

・ 丑
ちゅう

・ 寅
いん

・ 卯
ぼう

・

辰
しん

・巳
し

・午
ご

・未
び

・申
しん

・

酉
ゆう

・戌
じゅつ

・亥
がい












